
放送ライブラリー ＬＩＮＥ 友だち募集中！
※スマートフォンでＬＩＮＥアプリを起動

１．ホーム画面右上にある友だち追加マークを

タップ → 左のＱＲコードを読み取る

または

２．ホーム画面右上の友だち追加をタップ

→ＩＤ検索で“＠bpcj_pr”を検索

2023年1月27日（金）▶2月19日（日）

テレビ放送開始70年企画

横浜情報
文化センター
●８Ｆ 放送ライブラリー

感染症対策へのご協力のお願い
・マスクの着用、施設入口での手指の消毒、検温へのご協力をお願いします。
・発熱や咳などの症状がある方は、来場をお控えください。
・新型コロナウイルス感染拡大の状況により、急きょ中止することがあります。
その場合はウェブサイトなどでお知らせします。

〒２３１-００２１ 横浜市中区日本大通11番地 横浜情報文化センター内
☎ ０４５-２２２-２８２８ https://www.bpcj.or.jp

会場：
主催：公益財団法人 放送番組センター

今年は、１９５３年２月１日のテレビ本放送開始から数えて７０年の節目に
あたります。それを記念して、世界で初めてブラウン管に「イ」の字を映し出す
ことに成功した高柳健次郎の自叙伝や、南極・昭和基地からの生中継など、
テレビの発展をたどる珠玉の10番組を上映します！

10:00開館 入場無料 月曜休館

★公式ＨＰ リニューアルしました ★ｎｏｔｅ はじめました ★ぜひご利用ください！



※かつて放送された番組の中には、現在の放送では不適切とされる言葉づかいや、今日の社会通念とはかけ離れた
表現・描写をしていることがありますが、番組のオリジナリティーを尊重し、放送当時のままお送りします。

※出演者の年齢や肩書きは放送当時のものです。
※都合により、予告なく番組を変更または休止することがあります。あらかじめご了承ください。

タイムテーブル
10:30
【カラー】

木曜スペシャル 目撃者 私はそこにいた
カメラが記録するテレビ報道30年の歩み

1983年11月17日
日本テレビ

☞1963年11月23日、日米間初の

衛星テレビ中継で伝えられたのは、
直前に起きたケネディ大統領暗殺
のニュースだった。72年2月28日の
「あさま山荘事件」では、ＮＨＫは
もちろん民放各局も長時間にわたり
ＣＭ抜きで現場の状況を伝えた。

民放テレビの第一号・日本テレビが開局した１９５３年（昭和２８）８月２８日から３０年間、日本国内で起きた事件や出来事を映像
でたどりながら、現場を取材した報道記者や事件の当事者の証言によって、テレビニュースが視聴者の意識をどう変えていった
かを探る。【73分】
司会：宮崎美子、小林完吾

11:45
【ラジオ】

ことばの歳時記 アナウンサーが伝えた“あの日、あの時”
①テレビニュースの変遷
②アナウンサーの顔出しニュース

1991年4月24日
1991年4月25日
ＮＨＫ－Ｒ１ ☞アナウンサーがニュースの画面に

初めて姿を見せたのは、 1957年
（昭和32）10月にスタートした
「けさのニュース」（午前7:00）。
この時は「場つなぎ」としてスタジオ
のカメラに切り替わる程度だった。
現在では、レンズの前に置かれた
画面＝プロンプターに原稿が表示
されるので、キャスターがその内容
を暗記する必要はない。

元アナウンサーが送り手の立場から証言する、昭和史・放送史。２回にわたり、荒井義雄さんがテレビニュース発足当時の
舞台裏を語る。①「テレビニュースの変遷」。手探りの状態で始まったというテレビニュース。当初は人材も機材も限られて
いて機動性・速報性に乏しく、映画館で上映されていたニュース映画を手本に制作した「週刊ニュース」を放送していた。
②「アナウンサーの顔出しニュース」。荒井さんは１９５９年１月から「けさのニュース」（月～土）を担当。あわせて番組の構成
が一新され、冒頭からアナウンサーが視聴者に語りかけるスタイルをとった。荒井さんは、手元の原稿に目を落とすことのない
よう、冒頭のコメントを暗記してテレビカメラに向かったという。★２本つづけてお聴きいただきます。【各11分】
証言：荒井義雄、聞き手：藤原尚武

12:10
ＮＨＫ東京テレビジョン 開局記念行事の記録

1953年2月1日
ＮＨＫ

☞この時の受信契約数は866台。

東京タワーは影も形もなく、ＮＨＫは
千代田区内幸町の放送会館に
建てた84メートルのアンテナから
電波を送信した。大学卒の初任給
が8,000円程度だった当時、14型の
国産白黒テレビは18万円前後も
した。完成品のほかに、購入した
人が自分で受像機を組み立てる
キットも売られていた。

１９５３年（昭和２８）２月１日午後２時。「ＪＯＡＫ－ＴＶ。こちらはＮＨＫ東京テレビジョンであります」のコールサインの
あと、カメラは東京・日比谷のＮＨＫ第１スタジオに切り替わった。開局を祝う式典は、古垣鐵郎ＮＨＫ会長のあいさつに
始まり、郵政大臣、東京都知事らの祝辞につづいて、尾上梅幸、尾上松緑らによる歌舞伎「道行初音旅（みちゆきはつねの
たび）」が披露された。午後７時３０分からは、日比谷公会堂からラジオの人気歌謡番組「今週の明星」をテレビでも同時に
中継した。テレビ受信機が家庭に普及するまでは、放送局が設置した街頭テレビや喫茶店などに置かれたテレビを見る人が
多かった。このフィルムは、それらの様子を記録したものである。【12分】

12:25
東芝日曜劇場 マンモスタワー

1958年11月16日
ＴＢＳテレビ

☞スタジオで収録したビデオに屋外

で撮影したフィルムを挿入して場面
転換に変化をつけ、しかも終盤は
生放送という、この時代ならでは
の手法で制作されている。当時の
テレビスタジオの様子もドラマの
舞台として収められている点が
興味深い。

映画からテレビヘ、マスメディアの流れの非情さと、その中で浮き沈みする人間像を描くドラマ。◆テレビの普及に押され
気味な大手映画会社の制作本部長黒木（森雅之）は、新人監督の抜擢など改革を断行するが失敗に終わる。私生活の面でも、
仕事のため家庭をかえりみない黒木に失望した妻（岩崎加根子）が、家を出てしまう。一方、妻の弟（滝田祐介）は時代の
最先端をゆくテレビのディレクターとして活躍していた。【71分】
作：白坂依志夫、音楽：山本直純、演出：石川甫 ●第１３回芸術祭奨励賞

13:40
魔法のじゅうたん 第100回

1963年3月27日
ＮＨＫ

☞上映している番組は1984年5月

10日に「ＮＨＫライブラリー選集」
として放送されたもので、本編の
前後に黒柳徹子の解説が付いて
いる。

当時最新の特殊撮影技術を駆使して制作された子ども向け娯楽番組。コマおとし撮影による３人のクラウン（道化師）たち
（辻村真人、坂本新兵、高見映）のコメディー、アニメーション、ビデオ録画を多重使用した１人３役三重唱、ヘリコプター
撮影と画面合成による空からの学校訪問など、今見ても不思議で楽しい。（１９６１年４月５日～６３年１０月２日放送）【33分】
作・構成：飯沢匡、音楽：宇野誠一郎、小森昭宏、演出：小森黎

14:15
宇宙人ピピ 第37回

1965年12月23日
ＮＨＫ ☞全編フィルムで制作された連続

ドラマ。記録によると１年間に
51本が放送されたが、フィルムの
存在が確認されているのは今の
ところこの回と第38回の２本だけで
ある。

宇宙漫遊の途中で地球に迷い込んだ宇宙人ピピ（声：中村メイコ）が、ふとしたことから東京の下町にある俊彦（安中滋）、良子（北条
文栄）のアパートに下宿するようになり、そこで巻き起こす騒動を描く愉快な子ども向けＳＦ物語。実写とアニメーションを
特殊な技法で合成することによって、合成処理の作業を軽減した。（１９６５年４月８日～６６年３月３１日放送）【25分】
作：小松左京、平井和正、音楽：冨田勲、演出：山岸嵩

14:40
光子の窓 イグアノドンの卵

1960年10月30日
日本テレビ ☞残されている映像は白黒だが、

実はカラーテレビ番組として放送
され、芸術祭奨励賞を受賞した。
サブタイトルの「イグアノドンの卵」と
は、テレビが人類の幸せとなるか
恐竜のような怪物となるかは、
視聴者の育て方次第、という暗示
である。

歌も踊りも芝居もこなす草笛光子を中心に繰り広げるミュージカルバラエティーショー。（１９５８年５月１１日～６０年１２月
２５日放送）◆今回は“テレビ”がテーマ。スポンサー、スタッフなど番組を作る側の人々がユーモラスに紹介され、マスコミ
としてのテレビと、視聴率こそがテレビの死命と将来を制するという状況をコント、歌、踊りで表現し、テレビが人々の生活
にさらに深く浸透するであろう未来の世界を展開する。【45分】
出演：草笛光子、西村晃、三国一朗、小島正雄、ほか
脚本：三木鮎郎、キノトール、音楽：広瀬健次郎、演出：井原高忠 ●第１５回芸術祭奨励賞

15:25
【カラー】 ナマ中継スペシャル 南極 こちら昭和基地

1979年1月30日
ＮＨＫ ☞南極からのテレビ生中継には、

まず衛星中継のための地球局の
開設が必要だった。直径10メー
トルのパラボラアンテナを筆頭に
通信設備の総重量は23トンに及ん
だ。それらの機材を輸送したのは
南極観測船「ふじ」であった。

世界で初めての、南極からのテレビ生中継。５夜にわたるシリーズの幕開きとして、昭和基地－インド洋上通信衛星－山口
地球局＝８万キロあまりの道のりを経て東京のスタジオに届く電波による、観測隊員とその家族の対面を中心に構成。昭和
基地の全容、衛星中継用アンテナの建設工事をはじめ、第１９次越冬隊３０人の隊員の活動を紹介する。【50分】
司会：いづみ朱子、酒井広、報告：勝部領樹、ゲスト：村山雅美、大瀬正美、平沢威男、山口百恵

16:15
【カラー】 テレビ・私の履歴書 高柳健次郎

1987年5月6日
テレビ東京
日経映像

☞1940年(昭和15)に予定されて

いた東京オリンピックを放送すべく
開発・準備を続けていたが、戦争の
ため大会は返上。テレビの研究者
たちは戦争のためのレーダー開発
などに従事させられた。戦後、テレ
ビ研究が再開されると、高柳は
電子式テレビ放送の実現と発展に
貢献した。(90年没、91歳）
◆放送ライブラリーでは、再現
された「イ」の字の写真を展示して
います。

日本経済新聞紙上に連載されている「私の履歴書」のテレビ版。それぞれの分野で一時代を築いた人物が出演し、自ら語る。
（１９８７年４月８日～８８年９月２８日放送）。今回は「テレビの父」高柳健次郎（８８歳、日本ビクター技術最高顧問）の半生を
紹介する。◆１８９９年（明治３２）、静岡県浜名郡（現浜松市）に生まれた高柳は、工業学校の教員の道へ進む。１９２４年（大正
１３）、浜松高等工業学校（静岡大学工学部の前身）に助教授として赴任し、無線遠視法＝テレビジョンの研究に着手。２６年
（大正１５）１２月２５日、世界で初めてブラウン管上に電子的に画像を表示することに成功した。【26分】
語り：平光淳之助、朗読：樫山文枝

（16:41 終了）
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